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　有機結晶は水素結合や van der Waals 相互作用（共有結合に比べればわずか
1／10～1／100 といった極めて弱い力）などの分子間相互作用により有機分子が集積
した，「柔軟な固体構造」であり，多形現象や熱や光による相転移，発光現象など
様々な興味深い性質をもっている。本企画では，有機結晶の構造設計と性質，分子
間相互作用の本質，さらに結晶化メカニズムにおける基盤的な研究と結晶化を利用
した最前線の研究まで，魅力溢れる化学が集結した「有機結晶化学」共和国の世界
を広く紹介する。

ヘッドラインテーマ：「有機結晶化学」共和国の多様な世界　―結晶構造と性質

　1919 年に 9 番目の官立高校として，はじめての「地名スクール」である松本高
等学校が設立されました。信州大学は，1949 年に松本高等学校，松本医科大学な
ど 7校を母体に誕生しました。松本高等学校を前身とする文理学部はそのまま校舎
を利用しましたが，信州大学の移転に伴って校舎は松本市に移管されました。表紙
の旧制松本高等学校本館は講堂とともに 1920 年竣工の気品ある洋風木造建築で，
2006 年に重要文化財に指定されました。JR松本駅前の道を東に 1.4　kmの県の森に
当時のまま保存され，文化会館として活用されています。北杜夫などの若者を育ん
だ学舎は大正ロマンの香りを残したまま，ヒマラヤ杉の巨木に囲まれて静かに佇ん
でいます。

表紙の言葉　信州大学理学部の前身―旧制松本高等学校本館


